モデル事業実施施設・事業報告書

【（様式③）モデル事業に対するコンサルタントの評価】

１．対象事業（対象作業科目）の選定内容についての評価
	［キーワード］

　・現業を分析する中で一番工賃アップが実現可能な事業（パンの製造・販売）を選択

	［評価］

１）現業を分析する中で一番工賃アップが実現可能な事業（パンの製造・販売）を選択

①現行の事業の中で高収益＆今後の成長・発展の可能性大　⇒パンの製造販売（パン屋機能）

②新規事業で業態転換の必要性　⇒職員の特性（パン製造経験者の確保）もあり今回は回避

※新規事業選択した場合の時間的制約を考えると、“半年間”で展望づくりは難しい！

　　　③工賃5万円実現のシミュレーション　⇒売り上げ倍化で実現可能

２）前提として、“売り上げ倍化”が不可欠…シミュレーション結果

　　　①計算上“売り上げ倍化（2,400万円）”――“工賃倍化（約5万円）”が可能

　　　②売り上げ倍化の条件――製造と販売の抜本的“改善・改革”

　　　③なりふり構わずにやれば実現可能――主に販売の重視と促進（製造は後から付いてくる）

※一般論は“商品の差別化”⇒売れる、しかし、小倉昌男氏方式では“売ること優先”⇒商品力構築

　３）販売の能力向上

　　　①移動販売方式を変更（発想の転換）――販売コストの削減（＝これ以上販売できない！）

　　　②パンセット販売――マーケッティング論では邪道（＝客の都合ではなく、売り手の都合に合わせていただく！）

　　　③量販店での販売――多くの来店者の確保（＝自前の店舗では勝負できない）

※対応する店長・副店長は好意的。しかし、位置づけ等で苦戦中

　　　④上記①～③の方法で、売上2,400万円が実現可能と判断。

４）製造の能力向上

　　　①現行方式（スクラッチ方式）で2,400万円（年間）の製造が可能か？⇒冷凍生地を使用することを検討。パンメーカーへの２週間の研修派遣＆他の施設の見学等

　　　②福祉事業の体制と投資能力等を考慮――他の施設の職員の協力等でスクラッチ方式でも製造可能に！＋投資金額も少なくすむ。

　　　③テスト製造で日量800個の菓子パンの製造実現〔正味８時間必要〕――問題は食パン

　　　④食パンは他の施設で製造分担――何としてでもやり抜く決意を貫徹！

　　　⑤パンセットの魅力を維持できる商品（開発）力の蓄積――今後の最重要課題

※製造面での困難さ残し、（高齢の）経験者の経験＋若い職員の（パン職人としての）奮闘を前提に！
　５）パン事業中心の選択・判断の評価

　　　①利用者（精神障害者）の特性上積極的な作業参加が困難――やれる範囲で最大限…を目標に

②パン事業の平成18年度実績（約1,200万円前後の販売量）に確信――ベースが上昇

③専門技術が不足する職員でも（一定）できる事業――逆に差別化が難しい

④若い職員が元気よく奮闘・高いモチベーションの発揮――選択が正しかった事の証明

※福祉事業と授産事業の二重構造は解消できない宿命。職員が授産事業にも確信を持てることが最大の条件と考える。

　　　⑤メリット・デメリットを冷静に判断――選定の正しさと同時に、弱点も自覚


２．具体的数値目標の達成度の評価（今後の達成の見通し）
	［キーワード］

　・製造能力（年2,400万円水準の製造）は生産実験で証明
　・次年度の見通しは2,000万円未満（平成19年度）――総合評価〔△〕

　　　①量販店での販売――現状では展望なし。〔×〕――月3回への交渉継続中

　　　②パンセット販売――夏までに500セット目標！（⇒年間1,500万円レベル）〔△or○〕

　　　③現行の移動販売――500万円〔○〕

　・平成20年度⇒2,000万円（セット販売1,500万円＋移動販売500万円）をベースに量販店販売上乗せ

	［評価］

　１）前提：売り上げの倍化（1,200万円⇒2,400万円）→工賃の倍化（24,000円⇒約50,000円）

　２）製造能力（年2,400万円水準の製造）は生産実験で証明

　　　・最優先して生産能力を判断（スクラッチ方式で達成可能か？）――直ちに取り組んだ冷凍生地での製造の可能性模索　⇒結果的に現行方式でやり抜く決意！

　　　・問題は新商品の開発力にかかっている。（≒パンセットを支える「品揃えの充実」）――商品の利用を維持・継続するためにも欠かせない条件

　３）売上倍化の目標

　　　①量販店での販売――500万円

　　　②パンセット販売――500セット：1,500万円

　　　③現行の移動販売――500万円（1,200万円⇒500万円にダウン）

　４）次年度の見通しは2,000万円未満（平成19年度）――総合評価〔△〕　　※〔　〕内は評価表示
　　　①量販店での販売――現状では展望なし。〔×〕――月3回への交渉継続中

　　　②パンセット販売――年度初め250セット目標（2月末で260セット達成）

　　　　　　　　　　　　　夏までに500セット目標！（⇒年間1,500万円レベル）〔△or○〕
　　　③現行の移動販売――500万円〔○〕
＊一部パンセットに変更＋近くは利用者自身で＋移動販売車の活用

　　　④合計：1,100万円（セット）＋500万円（移動販売）≒1,600万円（最低）～2,000万円
　　　　　　　　　　　　　＊130％～150％の伸張率の見通しが立ったが、次年度での倍化は困難

　　　　　　　　　　　　　　従って、数値目標の達成度総合評価は〔△〕とした。

⑤平成20年度⇒2,000万円（セット販売1,500万円＋移動販売500万円）をベースに量販店販売を上乗せする。＜ジャスコの対社会福祉法人への平等主義がネックか？＞

※量販店での販売が困難であれば、別の方法を再検討する。


３．改善計画・実行スケジュールの評価
	［キーワード］

　・量販店対策…量販店サイドの反応が鈍い〔△〕

　・パンセット販売対策…行動は予定通り（中間の成果は目標超過）〔◎〕

　・移動販売対策…縮小の取り組みなので理解と納得を得る努力展開〔○〕

　・製造力強化対策〔○〕

　・総合評価⇒小規模で非力にも関わらず積極的〔○〕

	［評価］

　・ 目標単位のスケジュール評価

　　　ａ．量販店対策…夢の郷の側の行動は積極的　⇔　量販店サイドの反応が鈍い〔△〕

①相手（量販店）の都合で進捗状況は“停滞”の「評価」

②店長交渉等はスピーディに実施（初回9月20日訪問）

③月1回のイオンデー（黄色いレシートの日）の販売取組み：10月以降順調

④働きかけも重ねた（量販店サイドの取り組みに温度差あり！）

…相手との関係で予定通りには進んでいないが、夢の郷の行動は“積極的”と評価できる。
　　　ｂ．パンセット販売対策…行動は予定通り（中間の成果は目標超過）〔◎〕

　　　　　①チラシ作成、組み立て相談（ネットワーク会議）、セット内容の検討等予定通り

　　　　　②１月５日（サポーターズクラブ＝後援会）キックオフ大会開催で決起

　　　　　③直後に県庁や市役所、社会福祉協議会、企業（工場）等訪問

　　　　　④数値目標もクリアの目処（目標：平成18年度中に250セット）

　　　　　⑤商品開発取り組みにも着手（法人内）――消費者を巻き込む取組みが若干遅れ気味

…⑤を除いて積極的に行動できている。
　　　ｃ．移動販売対策…縮小の取り組みなので理解と納得を得る努力展開〔○〕

　　　　　①パンセット販売に連動して、切替えや移動販売中止等の依頼

　　　　　②近所を中心に利用者だけの移動チームの編成

　　　　　　　…パンセット販売との関係があり、微妙な課題であって仕方ない。

　　　ｄ．製造力強化対策〔○〕

　　　　　①冷凍パン生地使用の検討――冷凍生地使用製造「研修会」参加、他の施設（福祉法人のパン屋）やインストアベーカリー（生協店舗）等への訪問

　　　　　②上記の取り組みを経て“スクラッチ方式”（現行）決断――分割丸め機導入など改善

　　　　　③製造能力テスト実施――11月11日の比較的早い時期に完了

　　　　　④５Ｓ（最低の整理・整頓・清掃）の取り組み実施――昨年末清掃実施（制服等導入）

　　　　　　　…工場が小奇麗になり整頓・清掃が行き届くようになりつつある。短期間であるが工場部分で作業する職員の皆さんの意識改革（５Ｓ・製造能力のアップ等）が進んだ。

　　　ｅ．改善計画・実行スケジュールの総合評価　⇒小規模で非力にも関わらず積極的！〔○〕


４．地域ネットワーク会議の果たした機能についての評価
	［キーワード］

　・“主観に陥りがちな福祉基本理念”を「経営目標（基本理念の具体化）」に

　・パンの製造・販売等の理解と協力、製造方法や販売方法などの具体的な提案
　・多面的なステークホルダー（利害関係者）の存在の理解

	［評価］

　１）「地域ネットワーク会議」の目的

　　　①実践的な「地域ネットワーク会議」目指して！――社会福祉法人（福祉運動）の最高の理解者：サポーターズクラブに加入＋パンセットの利用者として「夢の郷」を支えていただくこと

　　　②パンの製造・販売等の理解と協力――チラシやパンセット内容への意見、県内産小麦の紹介、パンの味や価格に対する意見など、取り組み全般に対する意見をいただくこと

　　　③進め方全般の（公開と）協議――率直にかつ協力的・全面的に意見交換し、今後の福祉施設への理解（福祉政策の問題点の把握等）と支援体制の強化に結びつけること

　２）「地域ネットワーク会議」の果たした機能〔○：委員の皆さんに感謝しています！〕

　　　①社会福祉法人の経営目標の見直し――委員の指摘で、“主観に陥りがちな福祉基本理念”を、参加者の認識を共有化する「経営目標（基本理念の具体化）」に仕上げることができた。

　　　　　※経営目標を福祉事業と授産事業の二つの目標に分解し、夫々に地域との関係を位置づけ強化した。

　　　②社会福祉のあり方検討――行政の参加で、障害者自立支援法施行と言う情勢激変下の社会福祉のあり方や、県内の一企業（授産事業）としての関わり方などの検討ができた。

③具体的事業展開の検討――委員の熱心な議論で、パンの製造方法や販売方法などの具体的な提案が出され、その後の利用（主にパンセットの利用）に結びついている。

④多面的なステークホルダー（利害関係者）の存在の理解――立場による相違が認識できた。…「福祉事業の人件費を参入しない“低価格設定”は競争関係上不平等！」などの意見あり。社会福祉法人を取り巻く環境を総合的・客観的に把握すべきことが相互理解できた。


５．職員の意識・利用者（家族）の意識についての評価
	［キーワード］

　・経営トップの固い決意〔○〕
　・職員の意識改革〔△⇒○〕

　・利用者の特性〔現時点の評価：困難〕

　・家族の理解〔現時点の評価：困難〕

　・サポーターズクラブ（後援会）とリンク〔○〕

	［評価］

　１）経営トップ（常務理事）の固い決意〔○〕

　　　・とにかくやり抜く確固とした決意が経営トップにあった。――全ての推進役（力）

　２）職員の意識改革〔△⇒○〕

　　　・激論の末、“やれない・知らない・わからない”をタブーに！――やるしかないと言う決意の共有化

　　　・意思決定過程の「コンフリクト」（葛藤）は避けられないテーマ！――回避しない！正面から立ち向かう以外に解決策なし。若い二人の職員が牽引役！

　　　・核となる職員の意識改革が、利用者や家族に波及する！――成否は職員の意識次第（要）夢の郷全体に広がってきている。〔評価：○〕

　３）利用者の特性〔現時点の評価：困難〕

　　　・長時間働くことができない特性上、なかなか意欲的になれない。――にもかかわらず製造や販売で奮闘している。（障害を認識した上での積極的評価）

　　　・工賃がアップすることで元気になる利用者もいる。――徐々に意欲が湧いてくる。急がず慌てず時間を掛けて熟成させよう！〔評価：これから！〕

　４）家族の理解〔同上〕

　　　・1月5日の「サポーターズクラブ・キックオフ大会」で一気に前進――職員の決起集会⇒家族や支援者の集会に！（短期間の準備であり参加者も多くはなかったが実り多い大会に…）

　　　・理論的理解ではなく注目される取り組みであることの実感――新聞報道の側面的支援（期待されることの喜びの広がり）〔評価：徐々に△～○〕

　５）サポーターズクラブ（後援会）とリンク〔○〕

　　　・入会金「0」円の後援会――パンセットを利用することで、夢の郷（福祉事業）を支援すると言う位置づけ。利用＝支援の気軽さで幅広い（地域住民・行政等の）参加を獲得

　　　・今後はコミュニケーションが必要――情報の適切な提供とツーウエイ化〔評価：△〕

　６）コンサルタントの役割〔○：良好と言うこと＝付かず離れずの関係〕

　　　・事業の分析や計画化支援はコンサルタントの任務　⇔　内部の合意形成は法人の任務（入り込み過ぎない）


６．総合評価
	［キーワード］

　・組織風土の改革〔○〕

　・職員の意識の改革〔○〕

　・平成19年度工賃5万円実現〔△〕

	［評価］

　１）半年の短期間でもやるべきことはやった！…組織風土の改革〔○〕

　　　①小規模の法人でゆとりのない体制――しかし、総力を発揮してやるべきことは基本的にやりきってきた。法人内の協力体制ができてきているし、大きな自信になっている！

　　　②分担しつつ出足早い取組――その日の内に即実行に移すことができてきた。（午前中打ち合わせ⇒午後行動の展開：量販店訪問、行政訪問等）“決めたら即実践する”体質の構築。〔○〕

　　　③急ピッチの作業――不十分な計画（Ｐ）であったが、実行しながら修正した。〔△〕

　２）職員の意識の改革〔○：下の①～③も○〕

　　　①（精神障害施設の）不利な条件を打破する意欲――激変緩和措置対象外でも負けない決意

　　　②注目の「キックオフ大会」の高揚――後戻りできない！（腹を固めるしかないという気持）

　　　③若い職員の熱意――利用者のためにがんばる福祉魂（未来は若者のためにあることを再認識）

　３）平成19年度工賃5万円実現の課題〔△：平成19年度に工賃5万円実現は困難（35,000前後？）〕

　　　①平成18年度：達成の計画策定、平成19年度：工賃５万円見通し作り構築――ステップアップの展望：平成20年度達成


７．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	　１）経営組織への脱皮

　　　①経営者（常務理事）の決意⇒経営層幹部の共有化が今後の課題――「経営会議」等の意思決定の仕組みの改革

　　　②情報を正確に伝える課題――情報の共有化を図る。（ホウレンソウの）小規模組織なりの工夫が必要　＜徹底した情報の公開＞

　　　③経営層幹部の経営者としての資質向上課題――経営（福祉と授産両面）者としての判断・決断力の構築　＜育成＝勉強すべき！＞

　２）今後の事業展開の課題

　　　①量販店での販売強化――週複数回の販売展開に向けてアピール＜行動あるのみ！＞

　　　②商品開発システムの確立――消費者（地域住民）の参画＜福祉活動への理解＋パンセットの魅力の維持＞

　　　③オーブン・発酵機等の投資――製造能力向上のための投資実施＜専門力量を補う機械化＞

④工場の衛生管理――５Sの徹底＜作業環境の改善推進＋2箇所の工房管理＞

⑤利用者の積極的作業参加実現――職員の請負だけでなく自主的・自発的な利用者参加＜福祉事業の強化＞　※障害者の理解促進は年単位でじっくり組み立てるべきだ！
　３）社会福祉への理解・共感・支援の獲得

　　　①定期的ニュース発行――パンセットに付加して（定期的）情報を提供

　　　②「地域ネットワーク会議」の新たな展開――「夢の郷」対象だけでなく、その地域の社会福祉法人等全体への支援システムの構築

　　　③地域単位の社会福祉法人の結束――事業的な連帯の創出（経理の一体化、事業の共同化等）


８．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・コンサルタントの立場から－今後工賃アップに取り組むコンサルタントへのアドバイスなど

　１）1年間のスパンで“ＰＤＣＡサイクル”が一定の水準で展開できるように！

　　　・第一四半期：事業の分析と今後の計画策定（職員・利用者等の合意形成）

　　　・第二四半期：新事業の展開開始（職員等の決意固め）

　　　・第三四半期：旺盛な活動展開（職員・利用者等の教育）

　　　・第四四半期：半期のまとめと今後の3年間の展望構築（⇒次年度以降のステップアップ）

　２）利用者・家族含めて職員の意識改革を優先

　　　・話し合う時間の保障（職員⇒利用者・家族への拡大）

　　　・合意形成は“１年間”必要（上半期：合意形成⇒下半期：事業関連の専門教育）
※参考資料：経営目標（地域との関連の強化）
１）授産事業目標

　　　①利用者の“経済的自立”を保障するための目標工賃の設定

…パンの製造販売を機軸にした「５万円工賃」の実現　

　　　②利用者が社会復帰するための事業を創造する（多角化）

　　　　…多様な作業種目を用意し、多角的展開で利用者満足度の向上

　　　③精神障害への偏見の克服や理解推進などの取組みを強化し、人権の回復を促進する

　　　　…地域への理解を深めるための積極的な情報の提供…商品を通して情報を伝達

　　２）福祉事業目標

　　　①利用者の働く意欲を育て、目標をもった暮らしを継続できるよう支援する

　　　　…利用者のケアを通して、職員のレベルアップを図る

　　　②事業の基盤を強化し、発展的な経営を目指す

　　　　…地域との共同を推進し、施設と地域の受け皿ネットワークを構築する

　　　③地域住民への福祉や地域で暮らす障害者への支援を行う

　　　　…精神障害者が地域で普通の暮らしができるように、地域との交流を促進する


